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  １本プロジェクトの目的 

学習者用デジタル教科書を制度化する「学校教育法等の一部を改正する法律」等関係法令が平成31年

４月から施行され、必要に応じて学習者用デジタル教科書を併用することができるようになった。デジタ

ル教科書は、紙の教科書と同一の内容がデジタル化された教材であり、コンテンツの内容自体には変わり

がない。「学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン」（文部科学

省,2021）では、デジタル教科書によって可能になる学習方法として「学習者用コンピュータで使用する

ことにより可能となる学習方法」「他の学習者用デジタル教材と組み合わせて使用することにより可能と

なる学習方法」「他のICT機器等と組み合わせて使用することにより可能となる学習方法」の３点におい

て具体例を示している。また、Seomun(2013)らによれば、保健の「デジタル教科書」の使用に対して子供

たちは肯定的であり、その活用を通して健全な情報技術との関わりも学ぶことができるとしている。さら

に、保健の学習では、動画映像や静止画映像などを活用する機会も多く、デジタル教科書の活用は、それ

らを活用する上でも親和性が高いといえる。そこで、本研究では、ICT機器の特性を生かすことで「保

健」のデジタル教科書を効果的に活用することができるという立場から「デジタル教科書」の長所と短所

を明らかにし、それを生かした活用方法の提言を行う為の実践開発とその検証を目的としている。   

 

  2 本プロジェクトの実施内容 

本研究は、ICT機器の特性を生かすことで「保健」のデジタル教科書を効果的に活用することができると

いう立場から「デジタル教科書」の長所と短所を明らかにし、それを生かした活用方法の提言を行う為の実

践開発とその検証を目的とした。その為に、研究は（１）教科書の内容分析、（２）教科書使用時の視線比

較、（３）デジタル教科書の活用方法の開発の３つから構成されている。 

（１）教科書の内容分析 

1999 年に男女共同参画社会基本法が施行される以前に発行された 1996 年の保健の教科書と 2020 年に発

行された保健の教科書を比較対象とした。その際、量的調査により、イラストや写真で掲載されている男女

の数を比較し、ジェンダーイメージを色や服装、行動に注目して抽出し、その数を比較した。また、教科書

の記述内容にも注目し、質的に内容分析した。 

 



（２）教科書使用時の視線比較 

子供が教科書の情報をどのように眼差し、何を注視しているかを「視線追尾装置」を使用して明らかにす

ることとした。そこで、視線追尾装置を使って視線の移動の軌跡と注視時間の比較検討を行うための実験

を実施した。この研究は、2021年 1月に小学校１校の3名を対象に行なった。 

 

（３）デジタル教科書の特性を活かした授業実践を検討し、実践した。実践はアクションリサーチによっ

て実施した。 

 

  3 本プロジェクトの研究成果 

 

(1) 教科書の内容分析から 

教科書を使用する子供たちに、そこに掲載される情報がどのようなイメージを提供するかを明らかにす

るために、その表象をジェンダーの視点から分析した。その結果、1996 年には男女別で表現されることが

多かった内容が、2020 年には、身長や体重の変化なども含めて男子と女子を分けず、混合で示すなど、ジ

ェンダー・ニュートラルな教科書へと変化していることが明らかになった。イラストの数も同数であり、服

装や行動にも違いが現れないように配慮している。しかし、トランスジェンダーなどの表記はなく、イラス

トには男女のみが存在していることから、男女が二項対立されている表現であるとも言える。この点につ

いて保健の教科書でどのように取り扱うかを検討することは今後の方向性とも大きく関連してくると思わ

れる。本研究の結果、現代の教科書は男女平等を強く意識した内容構成になっていることが明らかとなっ

た。 
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図１ 1996年と 2020年の保健の教科書に描かれている男女の数の比較 

図２ 男性色（青）を身につけている人数の男女比較 

（イラスト・写真） 



 

 

 

(2) 紙の教科書とデジタル教科書の注視に関する研究 

 紙とデジタル教科書の同様の内容について全体の内容を確認させ、音読させ、課題に取り組ませ、その際

の視線のデータを収集した。今後、詳細に分析し、研究結果を整理していく予定である。第二に、視線追尾

装置を使って視線の移動の軌跡と注視時間の比較検討を行うための実験を実施した。具体的には紙とデジ

タル教科書の同様の内容について全体の内容を確認させ、音読させ、課題に取り組ませ、その際の視線のデ

ータを収集した。その結果、紙の教科書とデジタル教科書を使用した際の視線には大きな違いは見られな

かった。従って、情報の収集プロセスが共通していることが明らかになった。 

 

(3) デジタル教科書の活用法の開発 

令和3年度は、タブレットを使った実践について小学校で３実践、中学校で１実践を開発した。第１に、

デジタル教科書上に書き込みができる機能を使って、試行錯誤し、表現方法を工夫してまとめていく実践

であった。第２に、デジタルデバイスの特徴を活かして、YouTube動画と授業内容に即してFormsで作成し

た評価用の確認テストとデジタル教科書を行ったり来たりして学び深めていく実践であった。第３に、 デ

ジタル教科書とロイロノートを連携させ、教科書の内容を使って10年後の自分へのメッセージとして学習

をまとめていく実践であった。第４に、1 人 1 台タブレットを家庭に持ち帰っていることを活かして、

YouTubeを使って反転学習を展開し、デジタル教科書を使って、課題解決した内容をパワーポイントでまと

め、発表し、学び深めていく実践であった。 

 授業後、デジタル教科書を活用した授業実践を行なった小学校３校の５・６年生にインタビュー調査を

実施した。インタビュー対象者は、調査対象の学級の学力が高位・中位・下位の子供から1名ずつの合計3

名を担任の教員に選定してもらった。インタビューは半構造化インタビューによって実施され、1回のイン

タビュー時間は 15分から 20 分程度であった。４学級で実施し、5年生 6名、6年生 6名の合計 12名から

データを収集した。そのインタビューでは、12 名の子供、全員が紙の教科書よりもデジタル教科書が便利

だと話していた。特に、同じタブレット上でデータを共有して他のアプリを活用することで、思考を深める

ことができると振り返っていた。インタビューデータをテキストマイニングしたデータからも読み取れる

が、「みづらい」「わかりにくい」「調べにくい」といった「紙の教科書で困難であったこと」をデジタルデ

バイスの特徴を活かして解消しているところに、デジタル教科書の使い易さを見出しているようであった。

意外だったのは、「書いて思考することをやりやすい」と多くの子供が話したことである。紙の上に鉛筆で

書く場合、書いたり、消したりすると紙が皺々になったり、汚れる一方、デジタル教科書の手書き執筆は繰

り返しやり直しができて、試行錯誤ができると子供たちは振り返っていた。 
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図3 男性的な振る舞いをしている男女比較 

（イラスト・写真） 

図 4 女性的な振る舞いをしている男女比較 

（イラスト・写真） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の研究を踏まえて、デジタル教科書を活用する際に、工夫する点を下記のように設定した。 

① デジタル教科書への書き込みは、書き込みと消去を繰り返すことが簡便なので、繰り返し考えを記

述しながら思考することを可能にする。そこで、デジタル教科書への書き込みを大切にした授業実

践を行うようにした。 

② ネットワークに接続したデジタルデバイスを活用しているので、複数のアプリケーションを使用

することができる。そこで、問題解決場面や評価場面で他のアプリとデジタル教科書を行ったり来

たりすることで学び深めていくようにした。 

③ 実践した全ての学校で学習管理システム（LMS）がタブレットに導入されていた。それは、ロイロ

ノート、Google クラスルーム、スクールタクトなどの違いはあったが、類似の機能が多く、

その中で学習成果を整理し、蓄積し、共有することができる機能があり、協働的な学びを可

能にすることできる。そこで、デジタル教科書と LMS を連携させて、デジタル教科書で学ん

だ内容をスクリーンショットして貼り付けて加工し、学びをまとめていくようにすることに

した。 
令和 4 年度には、令和 3 年度とは異なる学校で実践することとし、広島、埼玉、新潟、北海道で実践を

行った。その結果、デジタルデバイスを活用して実践する特徴を活かし、課題提示、問題解決、学習評価に

おいて、個々の力を発揮して学び深めていく機会をもたらすと共に、協働的な学びを作り出しやすく、子供

たち自身が、自ら知識を生み出していった実感を持ちやすい学びを実現できる可能性があることが明らか

になった。しかし、デジタル情報での書き込みは試行錯誤を生みやすいという長所がある一方で、指で書い

たり、タッチペンを使ったりして書いていたが、手書きよりも困難であり、今後、技術の発展が待たれる結

果ともなった。さらに、授業中、タブレットは便利に活用された反面、電池切れになったり、WiFi に接続

できなかったり、ログインできないというトラブルが全くないというわけではなかった。これらのトラブ

ルに対応する為に、学習に対して支援できないという場面もあり、電化製品であるが故の問題も残された。

この問題については技術革新と共に解決されると期待するが、デジタル教科書を活用する際には、そのマ

ネジメントでの工夫を考えておく必要があることも明らかとなった。 
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図 5 インタビューデータのテキストマイニング分析結果 


